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の 利 便 性 が 高 ま る と い う ネ ッ ト ワ ー ク 効 果 
(network effect) が存在する。複数の規格が存在
し、それらが市場でシェアを争いながら決まった
規格をデファクト標準 (de fact standard) という。
デファクト標準が決定される仕組みについては
Joseph Farrell and Garth Saloner (1985) をはじ
めとして多くの分析がなされている。デファクト
標準ではネットワーク効果が働くために、一般に、
















































































がある。例えば、Mark A. Lemley (2002) は法学
の観点から標準設定機関の分析を行ったものであ
る。経営学においても、Robert  Axelrod, Will 
Mitchell, Robert Thomas, , D. Scott  Bennett 
and Erhard Bruderer (1995) や Mark Rysman 










Lerner と Jean Tirole である。2000 年代から両
者を中心として、現代的な国際標準化活動の分析
が行われている。Lerner and Tirole (2004, 2006, 




に 含 ま れ る 特 許 に つ い て は FRAND (Fair, 





























人物の一人である (6)。Tirole の業績について 
Steven. C. Salop and Carl Shapiro,  (2015) は産業
組織論分野を含む Tirole の貢献について、独占
禁止に関するシカゴ学派後の厳密な基礎付け 













































（1）ロックイン効果および経路依存性については Brian W. 
Arthur (1989) が先駆的な研究である。
（2）デファクト標準についてより詳しくは、浅羽茂 (1995)
や Carl Shapiro and Hal Varian (1998) を参照されたい。
（3）詳しくは、新宅・江藤 (2008) を見られたい。
（4）ホールドアップ問題およびその解決法の提案について
は Mark.A.　Lemley (2002, 2007)、Lemley and Shapiro 
(2013) などを見られたい。
（5）他の代表的な研究として、Steffen  Brenner (2009)、
Timothy Simcoe (2012) などがある。
（6）その成果は大学院レベルの標準的な産業組織論の教科
書である Tirole (1988) にまとめられている。
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